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判
で
押
し
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よ
う
な
天
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予
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を
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が
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食
パ
ン
を
頬
張

市
で
は
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登
校
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楽

そ
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中

足
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軽
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を
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願
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来

私

は
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だ
知
る
由

 

あ
る
朝

口
を
ひ
ね
る
と
流
れ
出
す
水
に
カ
ビ
の

よ
う
な
匂
い
が
混

気

少

し
臭
う
く
ら
い
大

自
分
に
言
い
聞

間
に
か

無
臭
の

が
当
た
り
前
に
な

変
化
に
違
和
感
を
覚

一

月
の
降
水
量
は
ほ
ぼ

気
候
の
変
化

日
常

の
中
に
入
り
込

 

そ
の
小
さ
な
変
化

私
は
普
段
意
識
し

に
つ
い
て
考

川
や
自
然

と
の
つ
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が
り
を
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近
く
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石
川
川
へ
向

母
校
の
校
歌

石
川
川
も
清

歌

地
域

深
い
川

目
の
前
の
川
の
水
は
濁

人
工
的
な
泡
が
水
面
に

浮

日
差
し
を
受

何
か
が
き
ら
り
と
光

見
る
と
空
き
缶

見
え
な
い
か

軽
い
気
持
ち
で
捨

私
た
ち
の
何
気
な
い
行
動

多
く
の
生
き
物
た

ち
の
居
場
所
を
奪

思
い
知

家

に
帰

母
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
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の

に
よ
く
ホ
タ
ル
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に
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と
母
は
静
か
に
言

川
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が
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小
さ
な
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が
息

夜
の
闇
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浮
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ぶ
ホ

タ
ル
の
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自
然
の
豊

そ
の
言
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に
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ら
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祖
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に
も
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を
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六
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道
が
ま
だ
十
分
に
整
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冷
た
さ
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を
通
し

て
水
の
存
在

感

祖
父

水

日
々
欠
か
せ
な
い
も
の
に
と
ど
ま
ら

人
と
自
然
を
結

生
き
た
恵

 

現
代

口
を
ひ
ね
れ
ば
安
全
な
水
が
出

そ
の
便
利
さ
の
中

私
た
ち
は
水
の
源
を
意
識
す
る
機
会

を
失

地
下
水
や
川

自
然
循
環
の
上

今
の
生
活
が
成
り
立

忘
れ
て
し
ま
い

考

水
は
当
た
り
前
に
存

在

限
ら
れ
た
自
然
の
恵
み
な
の
だ
と

気

 

世
界
に
は
今
も
水
不
足
に
苦
し
む
地
域

日
本

で
も
異
常
気
象
に
よ
る
降
水
量
の
変
化
や
水
質
の
悪
化
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起

遠
い
話

自
分
の
生
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の
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に
現

 

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何

水
を
無
駄

を
使

口
を
ゆ
す
ぐ

習
慣

一

次

水
を
汚
さ
な
い
意
識
を
持

洗
剤
の
量
を
減

小
さ
な
工
夫
で
も
意

味

身
近
な
川
や
自
然
に
関
心
を
持
ち
続

理
解
が
深

行
動
が
変

 

水
は
単
な
る
資
源

人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
存

在

当
た
り
前
に
使

水
の
向
こ
う
側

川
や
命

知

世
界
の

見
え
方
が
少
し
変

気

れ
が
続

く
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
自
分

今

の
少

空
を
見
上
げ
て
雨
を
待
つ
気
持

 


